
 

 

 

 

 

 

体験することの楽しさ  
                                                                   副校長  桐畑 美登利 
 

水無月を迎えました。水なし月と書いて、水の月…ここ平沼で田園風景は見られませんが、今まで水の

なかった田に水を注ぎ入れたり、暑さで水が干上がってしまったりすることから「水無月」となった等、諸説

あります。梅雨入りする 6月は、命の源である水を得て、植物や生き物の動きも活発になります。 

さて、平沼小学校では植物や生き物を教材に、また体験することで学ぶ学習が年間通してあります。 

1年生は、５月連休明けにあさがおの種を撒きました。種を 4粒撒き、毎日水やりや雑草抜きを欠かさず

行っています。また学校探検で理科室や音楽室など、見つけたことを友達や先生に楽しくお話しています。 

２年生は、自分で選んだ野菜の苗が葉を増やし蔓
つる

を延ばし花を咲かせています。きゅうり、ミニトマト、な

す･･･自分で育てる野菜の収穫を楽しみにしています。また、まち探検にも計画的に出かけています。 

3 年生は、キャベツの葉についたモンシロチョウの卵が幼虫やさなぎへと変化し、教室で羽化しました。

教科書や図鑑で見る写真の様子が実際に見られることは、何にもまして感動が伴います。 

4 年生は、横浜市資源循環局旭工場見学をし、巨大なごみピットに清掃車が集めてきたごみを運び入

れる様子や大きなクレーンの動き等心に残り、生活から出るごみと結び付けて考えることができました。 

5 年生は、社会科「高地のよさを生かした産業や人々の暮らし」で嬬恋村のキャベツ生産を題材に学習

しました。収穫の時期が 4 回あるのはどうしてなのか、横浜の気候と比べたり、自分で調べて分かったこと

を友達と伝え合ったりしながら、学習問題に向かう姿が見られました。 

6 年生は、平和スピーチコンテストに向けて取り組みました。SDGs という広いテーマから、それぞれの課

題意識をもち、その解決に向けて調べたり、実際に自分で試したり確かめたりしながら主張をまとめました。

疑問や問題意識をもって、自分で解決に繋がる行動を起こしている様子は大変に素晴らしいです。 

5 月 27 日には岡野中学校ブロックの学校運営協議会が行われ、岡野中・浅間台小・平沼小の学校運

営協議会委員の皆様と「９年間で育てる子ども像」と具体的取組を共有することができました。日頃より共

育ネットワークはじめ地域の方々から多大なご支援をいただいておりますこと、本当に感謝しています。 

過日 5月 28日の土曜参観では、保護者の皆様に、お子様の学校での 

生活や学びの姿をご覧いただくことができました。子どもたちは、緊張しな 

がらも張り切り、また安心して学習する様子が見られました。 

さて、水無月１４日はプール開きです。感染対策をとりながら水泳学習を 

行います。プールに水しぶきが上がり子どもたちの笑顔が見られますこと 

を楽しみに準備しております。6月もどうぞよろしくお願いいたします。 

学校だより 令 和 ４年 ５月 ３１日 
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